

























学生は、 2 年次から 3 年間「特講」を履修し、




学生は 2 単位に90時間、 3 年間で270時間の学修
が要求される。
実際には「特講」 3 年間の授業時間数は 2 年次




























































③ 社会福祉士及び介護福祉士法第47条の 2 「資
質向上の責務」を果たすことができる、学び
続ける学修者になる。















「特講」Ⅰでは、週 1 回 1 コマ、年間30コマの
授業を実施する。


















「特講」Ⅱは、週 1 回 2 コマ続きで、年間60コ
マの授業を実施する。





間の実習を実施するため、学生は 3 回（ 6 コマ）



































































































































































































































































































































・  （ 4 年の）秋学期には国試に対する危機感が
高まったこと、今までの学習の総括に入って



































































































④ 「特講」は、社会福祉学を学ぶ上で、 2 年次


















③学科学生の 3 分の 1 は受験しない。
対象学生の学年は、「特講」Ⅰを88人が履修し
ていたが、「特講」Ⅱで77人、「特講」Ⅲでは65人
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